
【大阪府】大阪府初、民間施設に衛生用品防災備蓄自動販売機を設置
令和5年5月19日（金）、大阪府※との包括連携協定の一環として、府内では初めて、大阪シティ
エアターミナルに衛生用品防災備蓄自動販売機を設置しました。「地域防災力の強化」を目的と
しており、民間施設への設置は全国でも初めてです。

衛生用品防災備蓄自動販売機は、平常時は通常の自動販売機として機能し、災害時には飲食料品
や手指洗浄液、洗口液、マスク、非常用簡易トイレ等の衛生用品の備蓄庫として機能するもので、
契約に基づき無償で提供されます。

１．設置場所
OCAT（大阪シティエアターミナル：大阪市浪速区湊町1丁目4－1）4F

２．備蓄品
◆衛生用品 ：モンダミン、手指洗浄液、マスク、非常用簡易トイレ
◆飲料 ：ポカリスエット、OS-1
◆非常食 ：カロリーメイトなど

※ 大阪府とアース製薬は、令和4年11月28日に包括連携協定を締結しています。

大規模地震の発生時における帰宅困難者対策の一
環として、社内待機の必要性について周知してい
ます。

自動販売機内の備蓄品を表示。また、地域の防災
情報が二次元コードで読み取れます。


	スライド番号 1

